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はじめに

鹿児島県立博物館では，「あしたをひらく心豊かな人づくり・文化づくり」を

すすめるため，人々に親しまれる開かれた博物館として，郷土の豊かな特色あ

る自然や科学を中心とした生涯学習活動をすすめております。そのため，県

内の自然を総合的に調査・研究するとともに，資料等を収集し，教育普及活動

や展示活動に生かしてまいりました。

本県は，南端の与論島から北薩まで南北600キロメートルにもおよんでい

ます。海洋や緑の山々など美しい景色と豊かな自然に恵まれ，昆虫をはじめ多

くの動物・植物が生息し種類も極めて豊富です。また，霧島山，桜島，開聞岳

などは南北に走る霧島火山帯に属し，地質学的にも大きな特色があります。し

かし，生態系など自然の姿は年々変わりつつあるし，まだ分かっていない部分

もたくさんあります。

鹿児島県立博物館では，平成5年度から県内を5つのブロックに分けて動物・

植物の生態や地質など鹿児島の自然総合調査を年次的に実施しております。

この報告書は，これまでの「南薩の自然」・「北薩の自然」に引き続き，平

成7年度に行った奄美地域の調査結果をまとめたものです。限られた時間と人

数による調査であり，現地調査は徳之島を中心とする限られた地域にとどまり

ますが，奄美地域の自然の姿を紹介します。私たち県民の貴重な財産として，

自然を大切にする心を育むために活用していただければ幸いです。

発刊にあたり，この自然調査事業に御協力くださいました方々に心から感謝

申し上げます。

平成8年3月

－1－

鹿児島県立博物館

館長田尻昌也
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分 類 氏名 備 考

植物
植生

○大野照好
田畑満大

寺田仁志

鹿児島短期大学教授
名瀬市立小宿小学校教諭

鹿児島県立博物館学芸主事

昆 虫

○福田晴夫
田中章
江平憲治

元鹿児島県立博物館長

鹿児島県農業試験場徳之島支場長
鹿児島県立博物館学芸主事

哺乳類
烏類

両生・爬虫類

○鮫島正道

酒匂猛

義 憲 和

長崎鼻パーキングガーデン園長
鹿児島市立平川動物公園主幹
伊仙町立歴史民俗資料館長

貝 類 行田義三 日本貝類学会会員

甲殻類
○鈴木廣志
黒江修一

鹿児島大学水産学部助教授
鹿児島県立博物館学芸主事

地形・地質
成尾英仁
桑水流淳二

鹿児島県立串木野高等学校教諭
鹿児島県立松陽高等学校教諭

気 象 小倉順 鹿児島県立博物館主任学芸主事

人 為 的影響 上原順子 鹿児島県立博物館学芸主事
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ホウザンツヅラフジ（日本では徳之島だけに分布）ｼナマンリョウ（日本では徳之島だけに分布）
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アマミアオネカズラ（徳之島と奄美大島の固有種）アマミタムラソウ（徳之島と奄美大島の固有種）

タイワンヤマツツジ（奄美大島を北限とする種）ヤエヤマネコノチチ（奄美大島を北限とする）

カシノキラン（山地帯の樹上に生える）ﾐヤマシロバイ（奄美大島を北限とし,山頂帯に生える）
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きのこ岩（犬の門蓋） 花崗岩（ムシロ瀬）

チャート（与名間） 枕状溶岩（井之川）

和野層（笠利町） リュウキュウマツ化石（三京）
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